
平成２９年７月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２９年７月２４日（月）午後０時３０分～午後５時１５分
２　場　所　　所沢市役所７階　研修室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］◎美甘寿規教育総務部長、◎田中和貴学校教育部長、◎師岡林教育総務部次長、◎岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、◎千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、森田幸夫教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、◎出居正之学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、◎米澤三八子教育センター所長
　　　　　　　　　 △藤田恵子学校教育課指導主事、△田中丈仁学校教育課指導主事
　　　　　［書記］　◎青木穂高教育総務課主査、◎名雪晋祐教育総務課主任
※◎印の職員は、全ての審議に出席。

　  △印の職員は、議案第１５号の審議より出席。

無印の職員は、議案第１５号の審議の際は退室。

［その他］山口勝彦松井小学校長、横須賀邦子清進小学校長、喜多川通代北秋津小学校長、黒田嘉信荒幡小学校長、石川文典上山口中学校長

　　　　　　　　　　※所沢市立小・中学校使用教科用図書選定委員会委員として、

議案第１５号の議案説明のため出席。

　　　　　　　　　　石塚初代安松小学校長

※所沢市立小・中学校使用教科用図書選定委員会教科用図書

調査専門員として、議案第１５号の議案説明のため出席。

４　前回会議録の承認及び５月定例会会議録の訂正
　　　　　　　　　　教育委員会会議５月定例会の会議録において、一部記載誤りがあったため、訂正について説明がなされ承認を得た。
５　会議の傍聴者　　２５名
６　開　会　　　　　開会に先立ち、美甘教育総務部長から、平成２９年７月３日開催の所沢市議会第２回定例会において、寺本彰委員の再任について議会の同意があり、７月１０日付けで藤本市長より任命書の交付があった旨の報告がなされた。

寺本彰委員より挨拶。
本日の議案は、議案第１４号から議案第１５号までの２件。なお、議案第１４号については、予算に関する審議のため、また、その他の事項に関しては、個人に関する情報が含まれるため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
第１４条第７項に基づき、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。　　　　　　　　

７　議　題
《傍聴者退室　午後０時３７分》
●議案第１４号　平成２９年度教育費予算（９月補正）について
資料に則り、千葉教育総務課長から以下のとおり説明がなされた。
《削　除》
資料に則り、倉富生涯学習推進センター所長から以下のとおり説明がなされた。
《削　除》
資料に則り、米澤教育センター所長から以下のとおり説明がなされた。
《削　除》
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
《傍聴者入室　午後０時５０分》

●議案第１５号　平成３０年度使用教科用図書の採択について
資料に則り、田中学校教育部長から以下のとおり説明がなされた。

市内小学校の教科用図書「特別の教科 道徳」の採択については、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」第１３条の規定に基づき、教科用図書の採択をお願いするものである。
また、小学校「特別の教科　道徳」を除く市内小・中学校の平成３０年度使用教科用図書の採択については、同法第１４条及び同法施行令第１４条の規定、並びに、文部科学省初等中等教育局教科書課長通知「平成３０年度使用教科書の採択事務処理について」により、平成２８年度と同一の別紙２の教科用図書の採択をお願いするものである。
資料に則り、岩間学校教育部次長から以下のとおり説明がなされた。

本年は、「特別の教科 道徳」の初めての採択の年である。道徳の教科化、教科書採択をめぐっての関心は非常に高く、学校研究をはじめ、教科書展示会においで頂いた方々のアンケート、各学校のPTA会長等からのアンケート等、たくさんの意見をお寄せいただいた。専門員による調査研究については、前回の小学校・中学校の教科用図書採択と同様、所沢、入間、狭山、飯能、日高の５市で協力し、共同で行い、より質の高い教科書研究がなされるようにした。このたび、所沢市の子どもたちにとって、主体的に学ぶことができ、みんなが持っている三つの宝を掘り起こすことのできる教科書の選定をお願い申し上げる。
選定委員会委員の山口松井小学校長より、以下のとおり報告がなされた。

　　選定委員会は、所沢市立小・中学校使用教科用図書選定委員会設置規則第２条により、教科用図書について協議・検討を行い、所沢市教育委員会に報告をするものとなっている。

選定委員会では、専門員による第１２採択地区との合同の調査研究の報告、各学校での研究報告、教科書展示会参加者アンケート、更に保護者の代表である
PTA会長等のアンケート結果、埼玉県の調査結果報告等をもとに、「所沢市の子どもたちにとってふさわしい教科書」を選ぶために、教材のバランス、発問の数や内容、ノートの有無、若い先生方にも使いやすいものはどれかなど、様々な観点で調査研究・協議を行い、その結果を報告するものである。
　　今回、選定委員会に報告された発行者名は、東京書籍・学校図書･教育出版・光村図書・日本文教出版・光文書院・学研教育みらい・廣済堂あかつきの８者である。　
　全体的に見ると、各者とも答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童が自分自身の問題として捉え、向き合う「考える道徳」「議論する道徳」への転換を図るものとなっている。また、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、これまでの中心であった「何を学ぶか」という子どもたちに必要となる資質・能力を踏まえた学習内容と、「どのように学ぶか」という学びの過程が丁寧に組み立てられている。また「何ができるようになるか」という子どもたちに必要な資質・能力の育成を見据えた内容になっている。さらに、今回の教科化に対する主旨に沿った教科書づくりを行っており、教材も充実している。
以下、発行者ごとに調査結果の概要を申し上げる。なお、説明を行う順番は、文部科学省の「小学校用教科書目録（平成３０年度使用）」に掲載されている順に基づいて行う。
　　「東京書籍」では、３つのテーマ、①「主体的に考え、対話を通して、深い学びへ導く」②「いじめに気づく、いじめを許さない」③「人間関係を築く」を掲げ、道徳的価値について理解を深める工夫がなされている。特にいじめをしない、許さない心を育てる教材としてユニット「いじめのない世界へ」を全学年に掲載している。また、児童たちの心を揺さぶる感動的教材や、身近な話題で共感を呼ぶ教材が配置されている。さらに学習の手順を４つのステップで示し、道徳の学習の流れをつかませる工夫や道徳において重要視されている話合い活動にも各学年の段階に応じた留意点が示されている。その教材で扱う内容項目を児童に分かりやすい言葉で示した学習のテーマが掲載され、見通しを持った学習ができるよう工夫されている。評価にも生かせる学習のふり返りは「夏休み」「冬休み」「春休み」の前に大くくりの振り返りができ、学年の終わりに１年間をまとめて見つめ直すコーナーが配されている。
　　「学校図書」では、４つのつながり、「命」「文化」「人」「夢」をもとに、学校の教育活動全体を通じた調和的な学びが展開できるよう工夫されている。教材文を掲載した「読みもの」と発問や体験的学習を掲載した「活動」の二分冊で構成され、自己の生き方を考えるための工夫がなされている。「読みもの」では、教材文を用いて人物の行動や気持ちに共感したり、自分との関わりを考え、課題意識を持たせたりしている。「活動」では多面的多角的に考えが持てるよう様々な活動を設定しており、意見を交換し合ったり、書いたり、実際に演技してみたりすることで、児童の考えを広げ、深めることができるよう構成されている。また内容項目ごとに特設ページを設け、学習の導入や終末、また予習・復習の教材として活用できるようになっている。また、学びの記録を残すことで、児童自身が成長を実感するとともに、学期ごと年度ごとの評価のポートフォリオにも活用することができる。
　「教育出版」ではＡＢ判で誌面の横幅が広く、ダイナミックにイラストや写真が配置されており、フェルト・人形･漫画・紙芝居等を挿絵として掲載し、親しみやすい工夫、児童が教材の理解を深め、考える手がかりとなる工夫がされている。各学年６～８教材と、これまで多くの実践がされてきた定番教材が多く掲載されている。内容項目ごとに導入時の投げかけを設け、学習のねらいを提示し、問題解決的な学習を展開できるようにしている。さらに導入・学びの手引き・ジャンプで一連の学び方を示し、深く考える工夫がされている。特にジャンプでは、問題解決に向けたロールプレイや考察などを通して、道徳的価値の理解をねらっている。全学年にわたって配置されている「やってみよう」モラルスキルトレーニングのページでは、道徳的な習慣や行動の体験から、考え、議論する場の提供がなされている。全学年、巻末に「ふり返り」の欄があり、１年間の心の変容が確認でき、評価にも活用できる。
　「光村図書」では、授業の流れを「導入・考えよう（めあて）・考えよう（問い）・つなげよう」で示し、授業の姿や学びのつながりが見える構成になっている。１年を４つのまとまりとし、見開きで「学びの記録」が設けられ、毎時間の学びを書き留めることで、児童が自分の学びの軌跡を一目で振り返ることができる。それによって自分の成長を実感することができ、自尊感情を育むことにもつながる。教師が評価の材料として活用したり、保護者が児童の学びを確認したりすることもできる。「いじめ問題」「情報モラル」等の現代的課題では、教材とコラムを組み合わせたユニットを設け、物事を多面的・多角的に考える工夫がされている。「命」の大切さを意識できるように、同一作者による教材を全学年に配置し、生命の尊さや不思議さについて学習できるようにしている。また、よりよい対人関係が築けるように、全学年の付録に円滑なコミュニケーションをとることができるようになるための「こつ」を示している。
　　「日本文教出版」は、ワイドなＡＢ判でイラストや図版を大きく掲載している。導入でのきっかけとなる発問、「考えて見よう」でのねらいに迫る発問、「見つめよう　生かそう」の学んだことを確かめ生かしていくための発問例が掲載され、児童の思考の流れにそった設定がされている。教科書と別冊「道徳ノート」の２冊構成になっており、「道徳ノート」には、自分の考えのみならず、友達の考えや保護者の思いを記入することができ、記録することで道徳的諸価値についての理解をさらに深めたり、指導や評価の参考にもなったりする構成になっている。「心のベンチ」では、自分の考えを広げたり、話し合いを促し道徳的価値の理解を深めたり、他教科との関連を考えたりできる設定になっている。４つの社会的課題、「いじめ」「情報モラル」「安全の確保」「社会の持続可能な発展」については、「ユニット」として複数教材を配置している。保幼小の連携や中学校段階との接続にも配慮されている。また、標準時数に加え、「ふろく」の教材を掲載し、ものの見方や考え方を深められるように工夫されている。
　　「光文書院」は、授業内での考える活動を促す構成で、主題と導入時の問いの提示、展開時には主題に迫る問いや見方を示し、「まとめる・広げる」では授業後の広がりまで視野に入れている。「生命の尊重」（全学年）や各学年の重点主題は、複数時間扱いとし、教材を連続配置し、道徳的価値の理解を深め、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる配置をしている。道徳の時間の流れが児童にも明確に分かるようにされており、授業で生まれるであろう問いが全教材に表記してあり、教材下部には、キャラクターのつぶやきで考える視点や押さえたい内容が示されている。巻末折り込みの「学びのあしあと」を活用して振り返りを行うことで、その時間学んだ道徳的諸価値を補充・深化・統合することができ、成長の記録と共に評価にも生かすことができる。教材は「ふろく」を含め各学年４０点が掲載され、各学校の実態に応じて選択できるように配置されている。
　「学研教育みらい」は、教材の始めに主題名を示さないことで特定の価値観を押しつけることなく、児童が問題意識を持てることを大切にしている。また問題解決的な学習の道筋を「学び方のページ」に提示している。４種類の「学び方のページ」（深めよう・つなげよう・やってみよう・ひろげよう）を設け、多様な学習過程の創造を可能にしている。「いのちの教育」を全学年の重点とし、それに関わる３教材を連続して配置、中扉を配し授業後の書き込み欄も設けられている。いじめ防止につながる教材は直接的・間接的に取り上げ、「いのちの教育」と共に考え議論できるように配されている。１、２年生では発達段階から、動植物を擬人化した教材が多く使用され、学年が上がるにつれて実在した人物や実話をもとにした内容が増えている。巻末の「心の宝物」のページでは１年間の学びを振り返ることができ、巻頭からの１冊で１年間の成長を感じられる構成になっている。
　「廣済堂あかつき」では教材と別冊の「道徳ノート」の２冊構成となっており、道徳ノートが容易に挟み込めて一体化している。道徳ノートでは道徳的価値を明確にするために内容項目別に構成されており、内容項目の最初のページでは内容項目を発達段階に応じた言葉で分かりやすく解説している。また、自己の振り返り・評価・家庭との連携でも活用できるように構成されている。本冊では全学年に教材ごとに「考えよう　話し合おう」を設け、児童の主体的・対話的で深い学びを促し、学習を広げる工夫をしている。「生命を尊重する心」を最重点項目とし、２時間連続で配置されている。「いじめ」に関する教材は全学年に複数掲載されており、「公正」「友情」｢思いやり｣など様々な道徳的価値の理解を深めることを通して人権尊重やいじめ防止につながるよう教材が配置されている。１年生は擬人化された教材を多く配し、３年生以上は現代的課題が全教材の半数を占めている。
以上が各発行者の概要である。
どの教科書も、道徳教育の目標、道徳科の目標をしっかりととらえ、子どもたちが主体的に取り組めるような教科書であると判断させていただいた。そのような中、先日選定委員会を開催し、「所沢市の子どもたちにとってふさわしいのはどの教科書か」という観点で協議の結果、「特別の教科 道徳」の教科書８者の中から３者を推薦させていただいた。推薦理由は、下記のとおりである。なお、発表順は、上記で各発行者の概要を説明した順番の若い順とする。
一つ目は、「東京書籍」である。この教科書は、全体的にバランスが良くできている。バランスとは、例えば、「内容項目（善悪の判断、自律、自由と責任等の価値項目）の配当数」に偏りがないということである。他者と比較しても、どの項目も、全学年において均等に配分されているところで評価した。また、各題材における教師による「発問の数が２つ」ということである。授業において、各教師の発問によって、授業が展開していくわけであるが、教科書に記載されている発問の数が多すぎると、その内容にとらわれ、各教師の発想を生かした授業の流れが展開できない。とはいえ、１つでは、経験の少ない教師にとっては、難しいと考え「発問の数が２つ」ということで評価した。
二つ目は、「光文書院」である。この教科書は、「生命の尊さ」を重点主題としており、各学年４教材掲載し、複数時間扱いにしたり、教材を連続配置したりするなどの工夫をしている。内容的にも、低学年は生きる喜び、中学年は人の命を救うために行動した人々、高学年は実存の人物を取り上げている。今回、初めて教科化された教科書を使用する若い先生、つまり経験の浅い先生からベテランの先生まで同じ教科書を使うことになるが、経験の浅い先生でも、使いやすい教科書として視点を当ててみると、光文書院は、導入に活用できる問い掛け等が示してあり、これにより授業づくりのヒントになるのではないかと判断した。
　　三つ目は、「学研教育みらい」である。この教科書は、現代的課題などの題材を適切に教材として取り上げている。例えば、「いじめ問題」を全学年設置のコラムで、いじめ防止等に主体的にかかわる態度を育めるようにしたり、「情報モラル」に関わる内容では、情報化社会で適正な活動を行うための基となる考え方や態度を考えたりできるようにしてある。この点は、どの教科書でも触れているが、この教科書は特によく配慮できていると判断した。また、この教科書では、本題材の主題を示していない。一見して、わかりづらいと判断しそうだが、主題を示していないというところから、子どもたちが題材に先入観を持たずに入り込むことができ、子どもたちの自然な、広い発想の話し合いを想定できるとし判断した。
以下質疑。
（中川委員）
　　各者の教科書を読み比べてみて、選定委員からの説明と同様の感想を持ちました。「光文書院」は、とてもバランスが取れていて良いと思いましたが、その分教材数が増えてしまっていると感じました。私は、子どもたちのランドセルの重さも大事なのではないかと思っていて、「今日は道徳がある日だから嫌だな」と思ってしまうような教科書は避けたいなと思いました。
同様の理由で、ノートが付いている教科書も、管理する教材が増えてしまうという意味で、子どもたちの負担が増えてしまうかなという印象を受けます。
「東京書籍」は、出典が記載されていないことが気になりました。教材で取り上げられた題材について、子どもがより深く知りたいと思ったときに、出典が分かることで、子どもたちの興味がさらに広がると思います。また、著作権の問題からも、引用した場合は、必ず出典の記載が必要であるということを、子どもたちに知っておいてほしいという思いもあります。

選定委員から推薦があった出版社以外では、「光村図書」の内容が良かったと思います。しかし、「光村図書」は現在、国語の教科書として使われていて、レイアウトがとても良く似ているため、子どもたちにとって、国語の授業と見分けがつかなくなってしまい、国語の時間が倍になったという感覚になってしまうのではないかという印象を受けました。
総合的に考えると、「学研教育みらい」が良いと思いました。理由としては、教材のバランスが取れていて、現代的な問題を取り上げている点が大きいと思います。５年生の教科書では、市民体育館がナショナルトレーニングセンター競技別拠点施設になっている「ゴールボール」も取り上げられているので、とてもタイムリーな内容になっていて、子どもたちも興味を引かれるのではないかと思いました。
（寺本委員）
　　「東京書籍」は、各題材における教師による「発問の数が２つ」という点で評価したということでしたが、６年生の教科書に載っている「月曜日の朝、えりなはどんなことを考えているでしょう」、「あなたにとって友達とはどんな存在ですか」という発問で、先生は、いじめ問題にどれだけ迫っていくことができるのかという感想を持ちます。発問の数が少ないことは構わないのですが、読み取る力、いわゆる国語の読解力がある子は問題に迫ることができても、読み取る力が不足している子にとっては「今、何の話をしているの」ということになってしまう恐れがあります。
　　また、ピアノの騒音を取り上げた題材がありますが、これがどうしていじめになるのでしょうか。もし、クラスでいじめが発生しそうだなという時に、この教科書で何か救われることがあるかと考えたときに、私は無いと思います。
　　それと比較して「光文書院」の６年生の教科書で、インターネットの書き込みの問題を扱っていますが、この内容であれば、万一クラスが問題を抱えた時に、タイムリーに課題に迫れる教材になっていると思います。そういう意味で、教師の発問には、それほどこだわる必要はないと思います。
　　また、自分のことを書き込むページがありますが、何を書いたら良いか分からないところがあります。しっかりと記述できる子の成績が良くなって、自信満々で手が挙がって、文章として書けない子は黙っているしかない状態になり、「今、私は何をやったらいいの」となってしまう時間は、道徳の時間として間違いだと思います。そのような理由で、「東京書籍」は推薦しがたいと考えますが、どのような視点で優れていたと判断したのでしょうか。

（山口松井小学校長）
　　若い教員にとっては、発問数が多ければ、それに沿って授業を進めるということが考えられます。ただ反対に、それによって、授業が固定化されてしまう可能性もあります。発問の内容一つ一つを見ていくと、色々なご意見があると思いますが、発問の数という面では、発問が１つでは心もとないけれども２つあることで、ベテランの教師から若手の教師までが使いやすい作りになっているという点で評価しました。
（寺本委員）
「日本文教出版」の６年生の教科書では、主要人物を数人提示し、子どもたちが誰に感情移入しても良い作りになっています。立場が変わると、考え方がどう変わるか検討できるので、この教科書の方が、初任者でも使いやすいのではないかと思いました。
（大岩教育長職務代理者）
　　全体的に、教材が長い印象を受けました。道徳の時間では、子どもたちから多様な意見を出させて、議論の中から、子どもたちが物事の大切なことをとらえ、私たちが「このように育ってほしいな」、「このような思いを持って生活してほしいな」と思うものを身につけられるような議論や考えを深めていく時間を持てることが、とても大切だと考えます。しかし、ある程度教材の内容が理解できないと、物事に対する考えの深まりが期待できないと思うのですが、選定委員会では、教材の長さについて議論になったでしょうか。また、このことについて、どのようにお考えでしょうか。
（山口松井小学校長）
　　教材が長いという意見には、同意見です。選定委員会の中では、長さについてというよりは、教材の内容が難しいのではないか、という意見が出ました。一読して、子どもたちが、考え、議論できるものが好ましいという話をしました。
（吉本委員）
教科書を選ぶにあたって、ベテランと若手の教員を分けて考える必要があるのでしょうか。ベテランはベテランの、若手は若手の解釈で行うのが道徳ではないかと私は考えます。

また、この教科を習うことによって興味を持つことが大事だと思いますが、興味を持つ子に対して力強く訴えられていた教科書はあったのかということを伺いたいと思います。
（山口松井小学校長）
　　経験の浅い教員とベテランの教員に差をつける必要があるのか、ということに関して、私は必要であると思います。理由は、教科書の内容“を”教えるわけではなく、教科書“で”教えるものなので、教科書の使いやすさにベテランと若手で違いが出てくることは自然なことだと思います。
　　２つ目の質問に関しては、甲乙つけがたいくらい、どの教科書も良い内容だと思います。
（清水委員）
　　私は、大卒・高卒者向けの企業研修を年間１５０社ほど行っていて、新社会人に不足している「チームビルド」、「コミュニケーション」、「モチベーション」について研修しています。学校の中でも、仲間を作る、人ときちんと話し合える、生きる力を身につける、という機会を持つことができると良いと思います。チームができれば、コミュニケーションが取れれば、モチベーションを自分で高められれば、良い人間に育っていくと思うからです。
　　そのような視点で教科書を見たときに、仲間作りやコミュニケーションの大切さ、生きる力・モチベーションについて触れている教科書はありますか。
（山口松井小学校長）
　　そのような視点については、どの教科書においても触れられていると考えます。
（内藤教育長）

　　別冊ノートについて、選定委員会の中では、どのような着眼点で議論が交わされたか教えてください。　　
（山口松井小学校長）
　　ノートがあることで、ノートに縛られてしまう可能性があるのではないか、保護者がノートを見たときに、空欄があると「やってなかったの」となってしまわないだろうか、ノートを書かなければいけないのか、書くことの評価はどうなのか、などの意見が交わされました。
（内藤教育長）

　　教材が持つ潜在力、素材が持っている力のバランスについては、どのような話合いが持たれましたか。

（山口松井小学校長）
　　内容項目が、ある学年に集中していることがなく、全体的に同じように配置・構成されている教科書が良いのではないかという視点で選定させていただきました。
（中川委員）

　　中には、とても後味の悪い話もありますが、できれば教科書の最後は、そうではない話でまとめてほしかったなと思いました。人が亡くなってしまう話もあり、人の死について触れることも大事かとは思いますが、ここまで暗い気分になる話は必要だったのかなという部分もありました。最終的には、子どもが「よし頑張ろう」と思える内容が望ましいのではないかと思いますが、いかがでしょうか。
（山口松井小学校長）

　　内容がすっきりしないという話は出ました。すべての話がすっきり終らなければならないかというと、そうとも言えないのではないかという話になりました。すっきりしないからこそ、議論が深まるという見方も出来るからです。すべてに納得して、みんなが同じように感動して終わってしまったら、議論にはなりません。中には消化不良の題材もあって、それを自分でどう考えて、全体で話し合うか、という投げかけ教材になれば良いのかなと思います。
（中川委員）

　　出典がない教科書について、意見は出ていましたか。
（山口松井小学校長）

　　出典に関する意見は出ていません。
（内藤教育長）

　　ここで協議に移りたいと思います。
さきほど、選定委員会より、所沢市の子どもたちにふさわしい教科書を推薦していただきました。この推薦のあった３者（東京書籍、光文書院、学研教育みらい）については、候補として受け入れるということでよろしいでしょうか。
《異議なし》

（内藤教育長）

　　なお、選定委員会の推薦以外の教科書で推薦をしたい委員の方はいますか。そ
の場合は理由も合わせてお願いします。
（寺本委員）
　　「日本文教出版」を推薦したいと思います。この教科書は、ロールプレイの形
をとっていて、この場面でどういう気持ちになるか、それぞれの立場になって考えられるように作られています。道徳の授業は、全員の子どもに参加感がないと成り立たないと思っていて、それぞれの立場で思ったこと、気付いたことが言えて、それを友達が評価できるシーンを作れることが大事です。
　また、この教科書は、いじめの対応について、よく作られていると思いました。５年生の教科書において、傍観者、観衆、被害者、加害者、という４つの立場があるというページがあります。そこで、傍観者が仲裁者になることが鍵です、という提言がなされています。５年生にとっては、少し難しい言葉かもしれないけれど、対応が難しくなってくる学年で、そういうことが示されていることは、とても良いことだと思います。
　「のび太」を取り上げていることにも注目しました。「のび太」は、道徳の授業で取り上げるには、なかなか面白いキャラクターであると思います。その点も、色々な面でよく考えられている構成だと感じました。

道徳の時間が、見て、書いて、集めて終わりという授業だとしたら、道徳の授業として最低だと思っています。授業の中で、お互いの意見を知って、お互いの意見を評価することが、コミュニケーションやチームビルドという意味でも必要だと思っていますので、そのような観点から、この教科書を推薦したいと思います。
（吉本委員）
　　「光村図書」を推薦したいと思います。タイトルも含めて、持っている意味が
力強い気がしています。出典がはっきりしていて、参考図書への誘致がしっかりしており、興味がある子は先に進んで良いと考えますので、それに合致していると思いました。
また、牧野富太郎氏を取り上げていることにも注目しました。小学生の時期に、牧野富太郎という人物を知ることが、とても大きな力になるのではないかと思います。
（中川委員）

　　寺本委員に質問ですが、「日本文教出版」の教科書はノートが付属していますが、その場合、書くことが得意な子が優位になってしまうので、先ほどのご意見とは整合性を欠くことにならないでしょうか。
（寺本委員）

　　ノートは、必ず使わなければならないというものではないと思います。教室に置いておいて、必要に応じて使うということで良いと思います。

（内藤教育長）

　　選定委員の方に質問ですが、別冊ノートがある場合に、配布はするけれど、あまり使うことがないということでの弊害は考えられますか。
（山口松井小学校長）

　　ノートを使わないということも、考え方の一つではあると思いますが、ノートも教科書の一部ですので、付属している以上、ノートは使うという見解です。

（寺本委員）
　　ノートの使い方として、毎回必ず家に持って帰るという使い方が、唯一の使い方であるという考え方は柔軟にするべきだと思います。教室に置いておくのも使い方です。教員として現役だった頃の状況として、例えば「学びノート」を教室に置いておいて活用している教員もいましたし、そのやり方でそれなりの使い方ができていました。教室にあることでタイムリーな使い方ができるので、使い方として有効なやり方だと思っています。
（清水委員）

　　「学研教育みらい」の教科書は、教材の始めに主題を示していないという説明がありました。特定の価値観を押し付けないというのは、道徳という分野において、とても良いことだと思います。
ただ、善悪の判断基準というものは、しっかり押さえておかないといけないと思います。世の中は、法律で動いていて、なぜ法律を守らなければならないのかということを、子どもの頃から身につけておく必要があると思います。そのような点で、「日本文教出版」は、「いじめと法律」という分野で、侮辱罪・名誉毀損罪・暴行罪等の資料があり、善悪について触れているという点で良いと思いました。価値観は押し付けない、けれども、教えなければ分からないという部分もあると思います。何が良くて、何が悪いのかという教育も非常に重要だと考えています。
（内藤教育長）

それでは、選定委員会推薦の３者と、教育委員推薦の２者、合わせて５者を検討に残すということでよろしいでしょうか。
《異議なし》

《休　憩　午後１時５２分～午後１時５８分》
（内藤教育長）

　　検討に残した５者をまず２者に絞り、最終的に１者に絞るという方法を取りたいと思います。２者に絞る方法としては、各委員が第１候補と第２候補を決めていただき、第１候補には３点、第２候補には１点をつけて投票していただきます。その結果、上位２位までを検討の候補にしようと思いますがよろしいでしょうか。
《異議なし》
[投票結果]
「東京書籍」２点、「光村図書」６点、「日本文教出版」６点、
「光文書院」３点、「学研教育みらい」７点
（内藤教育長）

　　投票の結果、１位の「学研教育みらい」と同点で２位の「光村図書」及び「日本文教出版」の３者に絞り、最終的に１者に決めたいと思いますが、よろしいでしょうか。
《異議なし》
（内藤教育長）
　　絞られた３者に関して、意見を求めます。

（大岩教育長職務代理者）

　　時間をかけて調査・研究していただいた選定委員の皆さんの意見を尊重しながら、考えていく必要もあると思います。
（寺本委員）

　　「学研教育みらい」に関してですが、６年生の教科書に「自転車置き場」、「階段」、「被災地で飲食物をもらうための行列」のシーンが載っていて、それに対して「どう思いますか」という問いかけがなされています。このような内容に対して、子どもたちは色々な意見を出せると思います。「どう思いますか」と突然聞かれても、答えにくい内容になっている教科書もあるので、そういう点で優れていると思います。
　　また、３年生の教科書で、意見を発表するシーンがあって、病院に入院している人物に対して、戻ってきたらどのような手紙を書きますか、という内容がありますが、これも授業を進める上では取り組みやすいと思います。
　　「光村図書」に関しては、例えば、６年生の教科書で「まどみちおさんからの手紙」という題材がありますが、とても長い印象を受けます。出版社の思いは分かるのですが、道徳の授業として考えた時に、子どもたちがこの文について行けるかどうか、これについて自分の意見を言えるかどうか、という印象を受けます。

また、３年生の教科書において、いじめの場面を描いたシーンがありますが、実際には、このような生易しいものではないと思います。このようにスムースにいかないから複雑化しているわけです。
　　「日本文教出版」は、さきほど説明したことも含めて良いところが沢山あると思います。色々なタイプの生徒が、自分の意見を述べやすいという点で優れていると考えます。私が教員時代に教えた生徒たちのことを思い出し、道徳の時間に、意見を言いにくそうにしている子の顔を浮かべた時に、その子でも、ここではこういう意見を言うだろうなと思えたのが、「日本文教出版」の教科書でした。
（吉本委員）
道徳とは「あれが良い、これが良い」と教えることではなくて、子どもは大人になっていく、そういう過程において、大人になっていく自分は一体何者なのか、ということに触れる時間だと思います。そのような、大人なっていくという観点でいくと「光村図書」がふさわしいと考えました。
（内藤教育長）

　　「学研教育みらい」は、全体的にバランスが良く、一つ一つの教材が長くなく、内容も良いという印象を受けます。また、選定委員会で時間をかけて検討して推薦されたうちの１者であり、中間投票で１番得点が高かったということも、考慮する材料の一つとしたいと思います。
　　他にご意見はありますか。

《特になし》
（内藤教育長）

それでは、ここで協議を終了し、投票に移ろうと思います。投票の方法は、３者を５点満点で採点していただき、合計点が１番高かった教科書を採択するということでよろしいでしょうか。
《異議なし》
［投票結果］ 
「光村図書」１６点、「日本文教出版」１９点、「学研教育みらい」２６点

（内藤教育長）
　　投票の結果、「特別の教科　道徳」の教科用図書については、一番高い点を得た「学研教育みらい」の「みんなの道徳」を原案といたします。
※「特別の教科　道徳」の小学校用教科用図書について、内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり採択された。
※前述のとおり採択された「特別の教科　道徳」の小学校用教科用図書と併せて、来年度について本年度のものの継続使用が決まっている小学校用教科用図書及び中学校用教科用図書について、内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し可決された。
（内藤教育長）

　　教科用図書選定委員会委員、及び調査専門員の皆様、これまで守秘義務を徹底し、詳細な調査・研究を行っていただきまして、大変ありがとうございました。
８　協議事項　平成２９年度所沢市教育委員会の事務事業に関する点検　　　　　　　　 評価報告書について
資料に則り、深谷教育総務課主幹兼教育企画室長より、以下のとおり説明がなされた。
６月定例会において配布した未定稿の報告書と学識経験者３名のご意見をもとに、７月５日に学識経験者から２回目の意見聴取を行った。この時のご意見を反映し、今回の素案を作成した。
１ページは、趣旨や評価の対象、実施方法について記載している。２ページ、３ページは、報告書の見方について記載しており、構成や各欄の内容について解説を加えたものである。４ページでは、「教育振興基本計画」に定められた施策体系図を掲載している。６ページ以降に掲載している点検評価表は、この施策体系図の主要施策ごとに作成している。
６ページから５４ページまでは、全施策について点検評価を掲載している。５５ページから５９ページまでは、「教育振興基本計画」に定められた２９の指標について計画策定時の数値と目標値の間に、平成２８年度の最新値、及びその前年度の実績値を並べて表示することで、目標に向けた達成状況の推移が把握できるようにしている。

６０ページから６３ページまでは、学識経験者の意見として、前のページまでの教育委員会が行った点検評価に対し、学識経験者３名からいただいた意見の概要を記載している。
６４ページから６７ページまでは、「資料・教育委員会の活動状況」として、平成２８年度 教育委員会会議の開催状況と、教育費の予算・決算についての資料を掲載している。

　６８ページでは「むすび」として、この度の点検評価の結果をまとめている。なお、報告書に掲載している写真、イラスト、レイアウトの余白等については、若干の見直しや調整を含め最終の校正をしていく予定である。
以下質疑。
（寺本委員）
　　説明にもありましたが、２７年度の報告書と同じ写真が使われているページがありますので、適切なものと差し替えていただければと思います。
　　来年度の報告書作成にあたっては、『1‐2‐(1)道徳教育の推進』について、道徳が教科化されることへの記述を加えてほしいと思います。また、『1‐2‐(4)相談体制の充実』について、「健やか輝き支援事業」で相談件数の前年比が示されているように、「教育相談事業」でも相談件数の前年比を記述した方が良いと思います。他の事業においても、数の変化は小さくても、とても価値のある変化であれば、一言述べてほしいし、極端にマイナスの数字が出た場合も、それについて説明を加えてほしいと思います。
また、「マルチサポーター」について記述がありませんが、現状をご説明ください。
（岩間学校教育部次長）

「学校運営マルチサポーター配置事業」は、平成２７年度をもって中止しているため、今回の報告書には掲載していません。なお、平成２７年度から新たに「学力向上支援講師配置事業」を開始しており、学校の課題やクリエイト研究校等に積極的な教育活動を展開するために、教員免許状を有する方を１０名配置しています。
（寺本委員）

スポーツ振興課の施策の中で、「ゴールボール」について記述することを検討していただければと思います。

（海老沢スポーツ振興課長）

『2-3-(2)スポーツ事業の充実』のページにある「課題と今後の方向性」の欄に「ゴールボール」についての記述を加えたいと思います。
（大岩教育長職務代理者）

学識経験者の意見欄で、『1‐4‐(1)教師力の向上』では、教員に対する研修の必要性を述べているのに対し、『1‐4‐(2)組織力の向上』では、教員に対する研修が増加し、子どもと向き合う時間を確保することへの課題が述べられているため、意見をもう少し集約する必要があるのではないでしょうか。

９　報告事項
○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の７月から１０月までの主な行事予定について
(教育総務課)
○「所沢市議会一般質問答弁要旨 平成２９年第２回（６月）定例会」について
(教育総務課)

　 ○第６回「ところざわ埋文まつり」の開催について（文化財保護課）
１０　その他
・教育委員会会議８月定例会：８月１８日（金）午後１時３０分

所沢市役所６階　６０２会議室

 ・教育委員会会議９月定例会：９月２５日（月）開催予定
所沢市こどもと福祉の未来館

市議会第３回(９月)定例会の開催日程と調整中
《傍聴者退室　午後３時》
《休　憩　午後３時～午後３時３０分》
・市内中学校生徒の踏切事故について（非公開での報告）
《削　除》
・市内小学校教諭に関する新聞報道について（非公開での報告）
《削　除》
１１　閉　会　午後５時１５分

